
　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
初
夏
に
な
る
と
２
メ
ー
ト
ル

以
上
に
成
長
し
、
綿
菓
子
の
よ
う
な
ふ
わ
ふ
わ
の

葉
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
ま
す
。
春
芽
は
冬
の
間
の

土
の
栄
養
で
、
夏
芽
は
葉
の
光
合
成
か
ら
栄
養
分

を
取
り
美
味
し
く

な
り
ま
す
。

川部町「農事組合法人　諏訪」の皆さん

ＩＣＴシステムでハウス

内環境を管理しています

Mr.アスパラ

　　　　
内　
　
　

容

●
会
長
あ
い
さ
つ

●
令
和
元
年
度
農
業
委
員
会
通
常
総
会
開
催

●
地
区
部
会
活
動
の
紹
介

　
　

第
５
地
区
部
会

●
表
紙
の
写
真
の
説
明

●
農
業
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

●
ア
ス
パ
ラ
イ
ベ
ン
ト
取
材
報
告

●
香
川
県
農
地
機
構
か
ら

●
東
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

セ
ン
タ
ー
長
就
任
あ
い
さ
つ
等

●
農
林
水
産
課
か
ら

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入
活
用
事
業
等

☆農業委員会情報をホームページに登載しています！　アドレスは（http://www.city.takamatsu.kagawa.jp）
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平
成
か
ら
令
和
へ
改
元
さ
れ
て
、
最
初

の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
を
迎
え
ま

し
た
。
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
農
業
委

員
会
の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
春
成
立
し
た
改
正
農
地
中
間

管
理
事
業
関
連
法
に
お
い
て
は
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
が
優
先
課
題
と
さ

れ
、
我
々
農
業
委
員
会
も
、
次
期
「
か
が

わ
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
運
動
」
に
基

づ
き
「
農
地
所
有
者
の
意
向
把
握
」
と
「
集

落
で
の
話
し
合
い
活
動
」
に
積
極
的
に
関

与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
農
地
集
積
活
動
に
お
い
て
は
、

香
川
県
農
地
機
構
か
ら
受
入
れ
て
い
る
集

積
専
門
員
が
、
２
名
か
ら
３
名
に
増
員
さ

れ
る
な
ど
体
制
強
化
を
行
い
、
集
積
面
積

の
更
な
る
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
遊
休
農
地
対
策
に
関
し
ま
し
て

は
、
ま
だ
ま
だ
限
ら
れ
た
地
域
で
は
あ
り

ま
す
が
、
市
の
農
業
関
係
部
署
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
再
生
事
業
も
始
ま
っ
て
お
り
、

今
後
の
事
業
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
年
度
も
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

令
和
元
年
度
通
常
総
会
開
催

５
月
24
日
、
令
和
元
年
度
農
業
委
員
会

通
常
総
会
が
Ｊ
Ａ
香
川
県
中
央
地
区
営
農

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
平
成
30
年
度
事
業
報
告
と
令
和
元
年
度

事
業
計
画
（
案
）
等
の
審
議
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
に
農
業
委
員
４
名
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
11
名
の
新
体
制

に
な
り
、
毎
月
の
農
地
転
用
申
請
等
に
伴

う
現
地
調
査
及
び
審
査
、
農
地
利
用
状
況

調
査
、
１
月
と
８
月
に
農
地
の
貸
借
に
関

す
る
農
業
相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
農
地
利
用
の
最
適
化
、
特

に
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
、
集
約
等
に

つ
い
て
様
々
な
動
き
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
委
員
一
同
、
地
域
農
業
の
発
展
の
た

め
に
今
後
と
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

通
常
総
会
の
議
事
録
等
は
、
高
松
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 令和元年度通常総会の様子

第
５
地
区
部
会
は
、
弦
打
地

区
、
檀
紙
地
区
、
円
座
地
区
、

川
岡
地
区
、
香
南
地
区
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
松
市
の
南

西
部
に
位
置
し
、
南
部
に
高
松

空
港
、
北
部
に
は
高
速
道
路

（
高
松
西
イ
ン
タ
ー
、
檀
紙
イ

ン
タ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。

各
地
区
に
お
い
て
、
認
定
農

業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
、
集

落
営
農
組
織
の
割
合
が
約
４
分

の
１
を
占
め
て
お
り
、
農
業
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
地
区
で

す
が
、
平
成
16
年
５
月
の
都
市

計
画
制
度
の
線
引
き
廃
止
に
よ

り
開
発
が
進
み
、
多
く
の
優
良
農
地
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
と
も
に
、
住
宅
地

と
農
地
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、
雑
草

や
害
虫
等
の
発
生
に
つ
い
て
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

月例地区部会の様子

会
長

　

三
笠　

輝
彦

2農業委員会だより
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【 購読のご案内 】

月４回金曜日発行

月額７００円（税込）

お申込みは農業委員会事務局まで

℡839-2662

区　分

第 1地区

第 2地区

第 3地区

第 4地区

第 5地区

第 6地区

第 7地区

JA香川県高松市中央一宮支店

牟礼コミュニティセンター

古高松コミュニティセンター

JA香川県中央地区営農センター

塩江コミュニティセンター

JA香川県川東支店

香南コミュニティセンター

JA香川県高松市西部鬼無支店

JA香川県川島支店

旧市域・鶴尾・太田・女木・男木
仏生山・多肥・一宮

牟礼・庵治

木太・古高松・屋島

前田・川添・林・三谷

塩江

香川

川岡・円座・檀紙・弦打・香南

鬼無・香西・下笠居・国分寺

十河・川島・東植田・西植田

開　催　日　程

日　　時 場　　　所 対　象　区　域

農
業
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

川
部
町
諏
訪
西
集
落
の
「
農
事
組
合
法

人
諏
訪
」
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
「
さ
ぬ
き
の
め

ざ
め
」
の
ハ
ウ
ス
で
す
。
春
先
は
、
み
ず
み

ず
し
い
春
芽
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
５

月
末
に
は
目
に
も
鮮
や
か
な
葉
が
天
井
近

く
ま
で
伸
び
、
爽
快
な
眺
め
で
し
た
。

　

「
諏
訪
」
は
高
松
市
の
初
年
度
農
業
Ｉ

Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入
活
用
事
業
を
利
用

し
、
栽
培
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ハ
ウ
ス

内
の
環
境
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
、
作
業
の
効
率
化
、
収
穫
量
の
安
定
、
品

質
の
向
上
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
以
外
に
「
さ
ぬ
き
の
夢
２
０

０
９
」
や
「
お
い
で
ま
い
」
も
栽
培
し
て
お

り
、
新
た
な
品
種
に
も
挑
戦
中
で
す
。

　

集
落
の
農
地
を
守
り
、
次
世
代
に
継
承

で
き
る
組
織
作
り
に
、
日
々
邁
進
さ
れ
て

い
る
「
諏
訪
」
に
期
待
し
ま
す
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
ご
希
望
の
方
は
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
貸
借

が
、
手
続
き
も
簡
単
で
安
心
で
す
。　

　

下
記
日
程
で
農
業
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
貸
し
手
と
借
り
手
の
双
方
が
一

緒
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
当
日
、
ご
来
場
が

難
し
い
場
合
は
、
相
手
方
又
は
第
三
者
に

委
任
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、「
農
地
の
借
り
手
を
探
し
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
ご
相
談
や
、
農
地
の

貸
借
以
外
の
、
農
業
・
農
地
に
関
す
る
ご

相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
会
に
関
す
る
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８月３０日（金）　
午前10時～11時30分

８月１９日（月）　
午後1時30分～3時

８月２９日（木）　
午前10時～11時30分

８月３０日（金）　
午後1時30分～3時

８月１６日（金）　
午後1時～2時30分

８月２７日（火）　
午後1時30分～3時

８月１６日（金）　
午後１時30分～ 3時30分

８月１６日（金）　
午前10時～11時30分

８月２９日（木）　
午後1時30分～3時

※貸し手は、土地登記簿上の所有者（未相続地の場合は、あらかじめ事務局にご相談ください）であること、借り手は、

　借り受ける農地を含め10a以上の経営面積があることが条件となります。
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表
紙
の
写
真



　

４
月
21
日
の
日
曜
日
「
ア
ス
パ
ラ
大
騒

ぎ
２
０
１
９
」
が
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
初
夏
を
思
わ
せ
る

晴
天
で
汗
ば
む
ほ
ど
で
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

広
場
を
ぐ
る
り
と
囲
む
よ
う
に
、
50
店

舗
ほ
ど
の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
栽
培
農
家
の

新
鮮
な
ア
ス
パ
ラ
直
売
店
を
は
じ
め
、
当

日
限
定
の
こ
だ
わ
り
の
ア
ス
パ
ラ
料
理
や

ス
イ
ー
ツ
、
本
や
雑
貨
な
ど
、
ど
こ
も
大

人
気
で
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
バ
ン
ド
演
奏
、

ア
ス
パ
ラ
に
関
す
る
ク
イ
ズ
等
の
イ
ベ
ン

ト
、
手
作
り
体
験
が
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
、
楽
し
い
企
画
が
満
載
。
時
間

限
定
・
数
量
限
定
で
し
た
が
、
無
料
で
ア

ス
パ
ラ
の
ふ
る
ま
い
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
リ
ユ
ー
ス
食
器

（
受
付
で
借
り
使
用
後
返
却
）
を

用
意
し
た
り
、
木
製
の
自
然
素
材

の
器
を
使
う
な
ど
、
ゴ
ミ
を
減
ら

す
取
組
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

環
境
に
も
配
慮
し
た
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
ア
ス
パ
ラ
に
特
化
し
た
イ
ベ
ン

ト
は
、
総
来
場
者
数
は
１
万
人
を
超
え
今

年
も
大
成
功
で
幕
を
閉
じ
、
ア
ス
パ
ラ
の

魅
力
を
存
分
に
発
信
し
ま
し
た
。

  

  

 

「グリュースゴット」さんの「グリュースゴット」さんの

丸ごとアスパラソーセージ丸ごとアスパラソーセージ

人気のブースに並ぶ来場者人気のブースに並ぶ来場者人気のブースに並ぶ来場者

「薫る農園」さんの直売店「薫る農園」さんの直売店「薫る農園」さんの直売店

農地の貸借には知事指定「香川県農地機構」を活用しましょう農地の貸借には知事指定「香川県農地機構」を活用しましょう

借受け 貸付け
農地を貸したい方 

香川県 

農地機構 
農地を借りたい方 

●農地の貸し手のメリット
●農地の借り手のメリット

・農地中間管理機構は公的機関なので安心し
て農地を貸し付けることができます。

・農地の受け手を香川県農地機構が探し、交
渉します。

・賃貸借の場合、賃料は機構から支払われ、契約
期間が満了すれば農地は確実に戻ります。

・個々の農地の所有者と交渉する必要がなく
契約や賃料の支払いも手間なくできます。

・まとまった農地の借り入れや分散した農地
の集約化が可能となり、農作業の効率化が図
れます。

・新規就農者や農業参入企業なども農地が借
りやすくなります。

Mr.アスパラ

4農業委員会だより

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は

公
益
財
団
法
人　

香
川
県
農
地
機
構

☎
（
０
８
７
）
８
３
１
・
３
２
１
１



ご
あ
い
さ
つ

所
長

　

古
市　

崇
雄

　

高
松
市
内
の
農
業
者
の
皆
様
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
県
の
農
業
施
策
の
推
進
や
普
及

活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
輸
出
促
進
に
向
け
た

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得
や
収
入
保
険
制
度
の

導
入
に
加
え
、
農
地
中
間
管
理
機
構
法
の

見
直
し
に
よ
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質

化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
社
会
実
装
の
加
速

化
な
ど
と
い
っ
た
取
組
を
一
層
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
農
業
の
更
な
る
成
長
産
業
化

に
向
け
た
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
の
動
き
に
連
動
し
、
普
及

セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
や
市
農

業
委
員
会
等
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
方

と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
東
讃
地
域
の

農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
向
け
て
、
職
員

と
も
ど
も
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

①　

高
齢
化
と
農
業
就
業
人
口
の
減
少

　

農
業
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
農
業
就

業
人
口
が
減
少
す
る
一
方
で
、
荒
廃
農
地

は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

高
松
市
に
お
い
て
も
、
こ
こ
10
年
間

で
農
業
就
業
人
口
は
約
2/3
に
減
少
し
ま

し
た
。
ま
た
、
70
歳
以
上
が
約
半
分
を

占
め
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
農
業
就
業
人

口
の
減
少
傾
向
は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

②　

個
別
で
解
決
で
き
な
い
問
題
は
地
域

で
解
決
を
図
る

　

家
族
労
働
力
の
低
下
に
よ
り
、
農
業
を

継
続
で
き
な
く
な
る
農
家
が
増
え
る
中
、

管
理
で
き
な
く
な
っ
た
農
地
を
借
り
受
け

し
、
地
域
農
業
を
守
る
担
い
手
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

担
い
手
を
応
援
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
の
は
地
域
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
で

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
地
域
の
各
農
業
者

の
意
向
を
調
査
し
、
今
後
、
管
理
で
き
な

く
な
る
農
地
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
皆

で
話
し
合
い
、
担
い
手
が
そ
れ
ら
農
地
を

面
的
に
集
約
し
ま
す
。
ま
た
、
全
て
を
担

い
手
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
水
路
管
理

や
畦
畔
管
理
等
を
地
域
で
行
う
な
ど
、
地

域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
行
う
仕
組
み

に
変
え
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
更
に
既
存

の
担
い
手
だ
け
で
農
地
を
守
れ
な
い
場
合

に
は
、
定
年
帰
農
者
な
ど
意
欲
あ
る
農
業

者
を
新
た
に
確
保
し
た
り
、
集
落
営
農
を

進
め
る
な
ど
地
域
の
将
来
を
考
え
、
話
し

合
い
を
行
い
、
地
域
ぐ
る
み
で
解
決
を
目

指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

③　

地
域
農
業
を
守
る
仕
組
み
づ
く
り

　

今
秋
か
ら
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
、
市
町
や
Ｊ
Ａ
、
農
地
機

構
、
土
地
改
良
区
、
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
関
係
機
関
と
と
も
に
、
地
域
の
話
し
合

い
に
積
極
的
に
関
与
す
る
仕
組
み
に
変
わ

り
ま
す
。
し
か
し
、
仕
組
み
を
整
え
て
も
、

地
域
の
農
家
や
担
い
手
が
そ
の
気
に
な
ら

な
い
と
農
地
の
集
積
や
集
約
は
進
み
ま
せ

ん
。
地
域
農
業
の
現
状
や
将
来
に
つ
い
て
、

皆
で
話
し
合
い
、

担
い
手
を
応
援

し
、
地
域
農
業

を
守
る
仕
組
み

を
、
皆
で
作
っ

て
い
き
ま
せ
ん

か
。

資料：「農林業センサス」
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東
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら

今
、
地
域
で
の
話
し
合
い
が

求
め
ら
れ
る
理
由
と
は



　

農
作
業
の
省
力
化
や
農
作
物
の
高
品
質

化
等
を
図
る
た
め
、
農
業
経
営
に
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
新
規
に
導
入
・
活

用
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（（※

予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
募
集
を
締

予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
募
集
を
締

め
切
り
ま
す

め
切
り
ま
す
。）

対
象
者

　

認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
、
農

地
所
有
適
格
法
人
、
集
落
営
農
組
織
、
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
で
、
い
ず
れ
も
市

内
で
農
業
を
営
む
者
の
う
ち
、
市
内
に
居

住
し
、
又
は
所
在
す
る
者

補
助
率
等

　

事
業
費
の
１
／
２
以
内

　

（
補
助
金
の
上
限
は
50
万
円
）

補
助
対
象

①　

農
作
業
の
省
力
化
や
農
作
物
の
高
品

質
化
等
に
資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
要

す
る
経
費
（※

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
汎
用
性
の
高
い
機
器
の
購

入
に
要
す
る
経
費
は
除
き
ま
す
。）

②　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
に
要
す
る
経
費
（
通

信
費
を
除
き
ま
す
。
）

　

高
松
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体

見
直
し
作
業
の
た
め
、
お
お
む
ね
１
年
間

は
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
出
（
農

用
地
区
域
か
ら
の
除
外
、
農
用
地
区
域
へ

の
編
入
・
用
途
区
分
の
変
更
）
に
関
す
る

受
付
を
一
時
休
止
し
て
い
ま
す
。

変
更
申
出
受
付
の
休
止
期
間

　

令
和
元
年
６
月
受
付
分
か
ら
全
体
見
直

し
手
続
き
完
了
ま
で
。（
お
お
む
ね
１
年

間
）

本
市
で
は
集
落
営
農
を
地
域
農
業
の
担

い
手
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
組
織
化
や

法
人
化
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

各
種
支
援
施
策
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

支
援
施
策
概
要
（
主
な
も
の
）

①　

地
域
を
支
え
る
集
落
営
農
推
進
強
化

　

事
業
【
県
単
】

[

集
落
営
農
組
織
設
立
支
援
事
業]

　

新
組
織
設
立
の
た
め
、
視
察
研
修
等
に

係
る
経
費
（
10
万
円
以
内
）
を
助
成

②　

高
松
市
集
落
営
農
組
織
育
成
事
業

【
市
単
】

[

集
落
営
農
合
意
形
成
事
業]

集
落
営
農
を
組
織
化
す
る
た
め
の
検
討

会
の
開
催
、
地
元
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

視
察
研
修
会
等
に
係
る
経
費
（
5
万
円

以
内
）
を
助
成

[

集
落
営
農
次
世
代
人
材
育
成
事
業]

　

集
落
営
農
の
後
継
者
育
成
を
行
う
た
め
、

後
継
者
の
受
入
れ
研
修
、
大
型
特
殊
免
許

等
の
取
得
に
係
る
経
費
（
5
万
円
以
内
）

を
助
成

お
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課

　

℡
８
３
９
・
２
４
２
２

集
落
営
農
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

「
第
５０
回
放
魚
祭
」

　

地
元
の
漁
船
団
が
大
漁
旗
を
掲
げ
て

放
流
に
出
ま
す
。

★
日
時　

７
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
11
時
ご
ろ
～  

★
場
所　

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

　

　

　

せ
と
シ
ー
パ
レ
ッ
ト

★
内
容　

稚
魚
の
放
流
・

　
　
　
　

お
魚
シ
ャ
ト
ル
展
示
（
予
定
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

高
松
市
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入
活

用
事
業
の
取
組
者
を
募
集
中
で
す
！

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
出

受
付
の
一
時
休
止
の
お
知
ら
せ
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農
林
水
産
課
か
ら

・国民年金第１号被保険者
・年間60日以上農業に従事
・20歳以上60歳未満
　の方なら、どなたでも加入できます。

【お問い合わせ先】
ＪＡ又は農業委員会事務局

メバル・ヒラメ・タイの放流

ハウス内環境測定システム
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